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研究成果の概要（和文）：　2009年の政変ののち、マダガスカル政府は統治能力を低下させたが、外交関係では
前政権の政策を踏襲し、海外の企業やNGOの活動を大幅に認めてきた。政府の統制を受けないこのような活動
を、本研究の代表者は「バイパス型私企業活動」と呼び、それが村落生活に与える影響を調査した。
　調査期間中の2013年、大統領選挙が実施されて暫定統治は終了したものの、政府の統治能力が十全に回復した
とはいえない。こうしたなかで調査村落では、人道支援NGOから支援を受けて、伝統的景観の再現という大プロ
ジェクトが実施された。観光客を呼びこむ効果は期待できるが、伝統的住居に用いる木材資源が枯渇するおそれ
なしとしない。

研究成果の概要（英文）：     After the govermental take-over of Madagascar in 2009, the state of the
 low governance has allowed the overseas companies' and NGO's free activities according to the 
precedent goverment's diplomatic policy.  Such activities which the state government does not 
controle directly, or what the principal researcher of the project call "by-passing activities," 
were examined as well as their impact to the rural life.
     In 2013 during the project period, the presidential election was held and the transitional 
government ended its role.  However, the state government has yet to recover its governance.  The 
research revieled a big project of restoration of traditional landscape led by an NGO for 
humanitarian aid.  It is expected to cause a positive impact for tourism development, while timber 
resources to build traditional houses are possible to deteriorate.

研究分野：人類学

キーワード： 天然資源　暫定政権　小規模生産者　アフリカ　マダガスカル

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 2008 年に政変が起こってから研究開始の
2013 年初頭に至るまでの期間、国外からの
ODA 援助は滞っていた。いっぽうで、日本
企業がニッケルやコバルト鉱山の操業開始
を許可されたことに象徴されるように、海外
企業の活動は依然継続していた。国家財政が
破綻して内戦状態になってもおかしくない
状況にもかかわらず、合法非合法なかたちで
私企業や NGOが活動を続ける状況は、国家
が意図しないかたちで国内諸社会に影響を
及ぼす可能性があり、村落社会も大きな影響
を受ける可能性があった。 
 いっぽうでアフリカ研究の動向をふり返
れば、現代アフリカの政治経済状況を分析す
るうえで、天然資源の役割が主要な考察対象
となっている。紛争下において天然資源が紛
争継続のための資金源になるという指摘や、
経済的成長がみられる多くの国で天然資源
採取の部門での成長が顕著だという指摘は、
その一例である。しかしこれまでの研究では、
マクロな経済指標に関する分析が中心であ
り、小規模生産者のふるまいはじゅうぶんに
記述されてこなかった。 
 
２．研究の目的 
 
 国家を通りこして海外からの影響をもた
らす私企業や NGOの活動を、研究代表者は
バイパス型私企業活動と位置づけた。本研究
の目的は、バイパス型私企業活動が村落生活
に与える影響を明らかにし、評価することで
ある。 
 また、たんに経済指標をもって影響を評価
するのではなく、小規模生産者のふるまいを
とおしてそうした影響を評価することで、グ
ローバリズムがもたらす社会変化の特徴を
抽出することを目ざした。 
 
３．研究の方法 
 
 フィールド調査による実証的な記述・分析
をおこなった。調査地として選定したのは、
国内外の経済状況に敏感だと考えられる首
都アンタナナリヴ近辺で、なおかつ、公共交
通があまり発達していないアムルニ・マニア
地域圏の山間部である。この地域では、砂金
や木材の産出が多い。これら小規模生産の対
象となる天然資源に関して聞きとり調査を
おこなうことで、バイパス型私企業活動の影
響を評価した。聞きとり調査においては、半
構造化されたインタビューの方法を重視し
て資料を収集したほか、インタビュー場面以
外での発話も記録するよう心がけた。 
 
４．研究成果 
 
 調査した村落では、フランス系の人道支援
NGO から支援を受けて、伝統的景観の再現に

関わる大規模なプロジェクトが実施されて
いた。これは、この 20 年ほどのあいだに増
加したレンガ製住居などをとり壊し、木造住
居の新築資金を補助して奨励するというも
のである。期待される効果のひとつとしては、
観光振興などがあげられるが、伝統的住居に
用いる木材資源が枯渇するおそれもある。げ
んに、新築住居にはかならずしも適切な樹種
が用いられておらず、適切な樹種である場合
にも樹齢の若い（傷みやすい）材が用いられ
る傾向があり、伐採のスピードが速すぎて資
源更新がうまくいっていない可能性が示唆
された。 
 この現象は、僻地が急激にグローバル化し
ていく状況において生じたものである。研究
開始時にはすでに、資本が国家に先がけて村
落生活に影響を及ぼすことが、じゅうぶん予
想されていた。上記の結果は、そのことを明
白に示すものといえる。 
 また、経済から文化の側面に目を転じてみ
るならば、文化の再定義に現地の人びとだけ
でなく内外のさまざまなアクターが関わっ
ているといえる。これまで文化は、洗練され
た芸術作品という意味と、生活のあらゆる側
面を規定する行動様式という2つの意味にお
いて論じられてきたが、アムルニ・マニア地
域圏では、後者の文化が外部のアクターによ
って前者の文化的価値で捉えられるように
なってきており、現地の人びともそれに対し
てさまざまな応答をおこなうようになって
いることも観察された。 
 そのほかに得られた結果としては、国家の
ガバナンスが低下したかわりに、企業や NGO
と結びついた自治体政府が活動を活発化さ
せているという知見がある。これは、研究開
始時には想定されていなかったことである。
国家の役割が低下したまま、地方分権化をは
たした自治体政府がどのように海外のアク
ターと手を結んで活動していくかは、ひき続
き追跡すべき課題である。 
 また、住民行動や地域構造が受けた変化
（恩恵や機能不全）は、事業の進めかたや財
源によっても異なることがわかった。このよ
うすを定量的に比較すれば興味深い知見が
得られるはずだが、今回は予算規模が小さく
個人研究に終始したため、じゅうぶんに資料
を得ることができなかった。今後の課題とし
たい。 
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